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SUNPARK(サンバーク)のホームページ(1996年12月現在)(写真提供:株式会社サンバーク)
インターネット上のモールの一つである"SUNPARK”をnetSpace(日立インターネット)に接続したバーチャルモールのサービスを始めている｡

二のSUNPARKでは,ユーザーが楽しみながら自然に企業のコンセプトがわかるように,情報を得るプロセスを重視している｡

マルチメディア情報の取り扱いができるWWW

(WorldWideWeb)サーバの登場により,個人,企業に

よる情報発信の機会が大幅に増加した｡しかし,魅力あ

る情報の提供を行わないと参照頻度の少ないサイトにな

ってしまい,情報発信の効果は薄れてしまう｡

幾つかの企業の情報を一つのサーバで発信するバーチ

ャルモール(インターネット上の仮想都市)は,情報発信

サーバの立ち上げ後に,いかに多くの人に情報を繰り返

して見てもらうかという課題に対応する一つの解決策で

ある｡日立製作所をはじめ15企業が参画してバーチャ

ルモールの運営が行われている"SUNPARK”は,

netspace(日立インターネット)に接続したサブプロバ

イダである｡ユーザーの情報取得のプロセスを重視して

いるSUNPARKでは,1日に平均4万件のアクセスがある｡
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1.はじめに

インターネット上で発信されている情報は,単なる企

業PRにとどまらず,オンラインショッピング,汁.版,公

共サービスなど多岐にわたっている｡インターネットを

音苅田したものの一つに,企業や個人が個々に情報発信す

るだけでなく,インターネット上に仮想の都巾またはデ

パートを作り,情報をまとめて発信する｢バーチャルモ

ール+がある｡

一方,インターネットのユーザーは,数百機関,企業

以外に個人レベルの間にも広がっている｡このインター

ネット上の新しい,広いユーザー屑にいかに発信情事lほ

繰り返しアクセスしてもらうかが,これからのWWWサ

ーバ立ち上げの成功につながる｡これには,幾つかの企

業の情報を一つのサーバで発信できるバーチャルモール

が鍵を握っていると考える｡

現在,インターネット上のモール数は,口本電信電話

株式会社のホームページにあるURL(Universal

Resource Locator)の広場に登録されているだけでも

66(1996年12月現在)ある｡インターネット上のモールの

一つである"SUNPARK''へは15企業が参内し,アクセ

スは1日に平均4万件で,最大57J5,000件もある｡

ここでは,SUNPARKを,取り上げて,情報発信サーバ

の.‾在ち上げまでのプロセスと,その発信している内容に

ついて述べる｡

2.SUNPARKの概要

SUNPARKを,netSpace(日立インターネット)に接

続して,1996年4月22日からバーチャルモールのサービ

スを始めた(バーチャルモールの計画は1995年12Jlから

始めた)｡そのコンセプトは以下の三つである｡

(1)繰り返し見たくなるメディアの実現:単純な商品閲

覧や一過ノ性の内容にとらわれずに,見る楽しさをいかに

継続できるかを主眼として,新雪竺双方向通信メディアの

コンテンツを作成する｡

(2)安心,簡単,便利なショッピングモールの実現:電

子商取引ならではの商品を紹介し,オンライン決済によ

ってユーザーの手間を極力軽減する｡

(3)さらに広がる有益情報の提供:複合メディアの機能

を牛かし,情報ノ､ブ尚としてSUNPARKの参加企業に和

益な情報を提供する｡

SUNPARKの準備を始めるにあたって,臼‾il二製作所

が協力したのは,プロバイダとの接続,多数のアクセス
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図1 インターネットへの接続構成

SUNPARKは3台のサーバで構成され,日立インターネット"net-

Space”に回線速度5】2kビット/sで接続している｡

に耐えられるサーバの開発,サーバのOS(OperatiIlg

System)の提供などである｡インターネットへの接続構

成を図1に示す｡

3.SUNPARK内訪問

3.】ユーザー登録

SUNPARKは,生活情報や環境,アウトドアなど分野

別に情報を分類している｡それぞれの分野にキャラクタ

ーを管場させ,利用者が街を歩くようにホームページを

閲覧し,ゲームや買い物などが自由にできる,いわばイ

ンターネット上のテーマパークである｡

ホームページを訪れると,まず自由にSUNPARK内を

散策するために市民登録を行う｡市民登録に必要な情報

は,名前,住所,E-mailアドレスなどである｡一度登録

するとID(Identification)とパスワードが渡され,次l引か

らは,このIDとパスワードを利用してSUNPARKを訪

れることができる｡

ここで登録されたユーザー情報は,ユーザー層の把掘

(年齢,性別,地域など)を主体にし,ウェブページに反

映させている｡澄録されている内容は多岐にわたってい

るため,ユーザーが迷わないように総合マップも用意し

ている(図2参照)｡

3.2 SUNPARK内散策

SUNPARK内は,SUNPARK Laboratory,

SUNPARKBeach,ShoppingMallなど,ビジネス情報

から生柄環境にわたって12のテーマに分かれている｡
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SUNPARKLaboratoryではインターネットパソコンな

どの最新のテクノロジーを,SUNPARK Beachでは環

境をテーマにしたリサイクルの問題などを耳丈り_卜げている｡

またShopping Mallでは,インターネット上でプロバ

イダ契約から菓子の購入まで行えるようになっている｡

ここではまず,ユーザーは,自分の接したい分野を遠別

する｡ユーザーは分野を選択したプごけでは,商品や技術

についての情報をすぐに取り出すことはできない｡これ

は,商.7,名を看板のように前面に川さずに,ユーザーが

両面をクリックし続けるうちに,自然と商品にたどりつ

ける方式をとっているためである｡

SUNPARK Laboratoryについて以-‾Fに述べる｡

SUNPARKLaboratoryでは,キャラクターのノ､イテク

コンパニオン(リヤンチャン,メカリヤンチャン)に出迎

え られる(図3参照)｡このキャラクターによ り,

SUNPARKLaboratoryのテーマ全体の説明,そしてこ

れから現れてくる情報についての紹介がある｡

興味があれば,さらに画面をクリックする｡｢インパク

トのある車っていいな+,｢簡単インターネットパソコン+

と続き,｢簡単インターネットパソコン+を選ぶと,この

図2 SUNPARK総合マ

ップ
SUNPARKを訪問したユー

ザーが迷わないように用意し

た総合マップを示す｡ユーザ

ーは,この総合マップから自
分の接したい分野を選択する

ことができる｡(写実提供:株

式会社サンバーク)

ページからの案内役は｢クルル+に変わって商品が登場

する(図4参照)｡

確かに,商品情報が目的のユーザーにとっては,商品

が前何に出るコンテンツのほうがアピールできる｡しか

し,商品情報だけでは満足しないユーザーヘのアプローチ

には適しているとは思われない｡このため,SUNPARK

では後･者のユーザーをターゲットに,情報を得るプロセ

スを重視し,企業の新しい一面に気づいてもらえるよう

なページの発信を図っている｡つまり,ユーザーは楽し

みながら,自然に企業のコンセプトを知ることができる｡

また,商品の説明も,初心者にとって非常にわかりやす

いものとしている｡

4.今後の展開

SUNPARKは,1997年4月22日をもって満1年を迎え

る｡この1周年を機に大幅なコンテンツの見直しを図り,

本格的なユーザー参加型の2ウェイコミュニケーション

を使ったインターネットテーマパークを構築していく考

えである｡

具体的には,先端技術を取り上げ,Java(J＋＋)※),
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図3 SUNPARKLaboratoryのキャラクター(リヤンチャン,メカリヤンチャン)
各分野にはそれぞれのキャラクターがいる｡ユーザーはキャラククーをクリックすることにより,画面上での会

話を楽しむことができる｡(写真提供:株式会社サンバーク)

Shockwave,SQL(StructuredQueryLanguage)データ

ベースなどのインターネットの先端テクノロジーを駆使

していく考えである｡またコンテンツそのものでは,よ

りリアルな表現と同時に毎日の更新を図り,ユーザー側

からのメールなどでの情報やイベントヘの参加など,ア
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クルルにまかしてると､退くなっちゃうからね｡
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図4 日立のパソコン"FJORA''の掲載画面(写真提供:株式
会社サンバーク)

ハイテクキャラクター｢クルル+が日立のパソコン"FLORA”を

紹介する｡さらに画面を進めると,製品仕様の説明となる｡ここで

は初心者向けとして｢かんたん+と,詳細情報を記述した｢おりこ

う+の二つが選択できる｡また関連情報として,コンテンツ作成に

ついての情報も用意している｡
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クセス数だけではなく,ユーザーのE-mail送信数や参加

者数などを重視して展開していく考えである｡

5.おわりに

ここでは,イ ンターネットの活用事例と して

``suNPARK''のバーチャルモールについて述べた｡

インターネットは,文字情報や静止画だけにとどまら

ず,動向や音声といった従来のメディアの機能を兼ね備

えている｡インターネットで充実した2ウェイコミュニ

ケーションを提供することができれば,今までのメディ

アを越える可能性があると考える｡

終わりに,この論文の執筆にあたっては,株式会社サ

ンパークの関係各位からご指導をいただいた｡ここに深

く感謝する次第である｡

※)Javaは,米国およびその他の国におけるSunMicrosys-

tems,Inc.の商標である｡
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